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衆
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議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
細
川
律
夫
君
外
一
名
提
出
高
速
道
路
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
機
器
の
現
状
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。

平
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領
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弁

第

四

四

号



衆
議
院
議
員
細
川
律
夫
君
外
一
名
提
出
高
速
道
路
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
機
器
の
現
状
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

第
一
の
一
に
つ
い
て

「
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
」
（
以
下
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
料
金
所

の
車
線
（
以
下
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
線
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
平
成
十
二
年
度
か
ら
平
成
十
五
年
度
ま
で
に
発
生
し
た
事
故
に
つ

い
て
、
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
及
び
地
方
道
路
公
社
（
以

下
「
公
団
等
」
と
い
う
。
）
が
把
握
し
て
い
る
件
数
及
び
そ
の
原
因
を
、
人
身
事
故
及
び
物
損
事
故
の
別
に
お
示
し
す
る
と
、

別
表
一
及
び
別
表
二
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
故
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
車
載
器
へ
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
の
挿

し
忘
れ
、
車
載
器
の
不
適
切
な
取
付
け
等
に
よ
っ
て
開
閉
バ
ー
が
開
か
ず
、
開
閉
バ
ー
に
接
触
し
た
り
、
急
停
止
に
よ
り
後

続
車
か
ら
追
突
さ
れ
る
等
の
事
故
や
、
他
の
料
金
所
ブ
ー
ス
へ
移
動
す
る
た
め
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
線
を
横
断
中
の
料
金
収
受
員
が

通
行
中
の
車
両
に
跳
ね
ら
れ
る
等
の
事
故
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
公
団
等
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
線
に
お
け
る
事
故
の
防
止
策
と
し
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド

の
未
挿
入
や
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
線
へ
の
誤
進
入
等
に
対
す
る
注
意
喚
起
の
た
め
の
横
断
幕
等
の
設
置
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
が
未
挿
入
で

あ
る
車
両
に
対
し
警
告
情
報
を
送
信
す
る
予
告
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
、
車
載
器
の
取
付
業
者
に
対
す
る
車
載
器
の
適
切
な
取
付

一



け
に
つ
い
て
の
要
請
、
接
触
時
の
衝
撃
緩
和
を
図
る
た
め
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
線
の
開
閉
バ
ー
の
材
質
変
更
、
料
金
収
受
員
が
料
金

さ
く

所
ブ
ー
ス
か
ら
不
用
意
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
線
に
出
る
こ
と
を
防
止
す
る
安
全
防
護
柵
の
設
置
等
の
対
策
を
実
施
し
て
い
る
も
の
と

承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
も
、
平
成
十
五
年
度
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
線
を
横
断
中
の
料
金
収
受
員
が
通
行
中
の
車
両
に
跳
ね

ら
れ
死
亡
す
る
事
故
が
二
件
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
「
料
金
収
受
業
務
に
お
け
る
料
金
収
受
員
の
安
全
確
保
に
係
る
措

置
の
徹
底
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
五
年
九
月
十
二
日
付
け
国
土
交
通
省
道
有
発
第
四
十
一
号
）
等
を
通
知
し
、
料
金
収
受
員

の
安
全
確
保
の
徹
底
を
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
一
の
二
に
つ
い
て

都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
は
、
料
金
所
付
近
に
お
け
る
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
た
め
、
料
金
所
手
前
に
お
い
て
車
両

を
減
速
さ
せ
る
よ
う
、
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
切
に

最
高
速
度
を
指
定
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
公
団
等
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
利
用
規
程
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
線
の
時
速
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
の

走
行
遵
守
を
定
め
る
と
と
も
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
り
そ
の
旨
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二



第
二
に
つ
い
て

車
載
器
と
路
側
機
と
の
無
線
交
信
の
異
常
に
よ
り
車
両
通
行
時
に
開
閉
バ
ー
が
開
か
な
か
っ
た
件
数
に
つ
い
て
、
公
団
等

が
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
平
成
十
六
年
一
月
が
約
三
千
二
百
件
、
同
年
二
月
が
約
三
千
二
百
件
、
同
年
三
月
が
約
三
千

七
百
件
、
同
年
四
月
が
約
三
千
七
百
件
、
同
年
五
月
が
約
三
千
八
百
件
、
同
年
六
月
が
約
四
千
件
、
同
年
七
月
が
約
四
千
八

百
件
と
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
一
か
月
当
た
り
の
総
交
通
量
約
五
千
万
台
か
ら
見
れ
ば
そ
の
発
生
率
は
極
め
て

低
い
も
の
の
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
更
な
る
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
公
団
等
に
お
い
て
、
車
載
器
の
取
付
業
者
に
対
す
る
車
載

器
の
適
切
な
取
付
け
に
つ
い
て
の
要
請
等
を
行
う
と
と
も
に
、
路
側
機
等
の
点
検
を
重
点
的
に
実
施
す
る
こ
と
等
に
よ
り
無

線
交
信
の
精
度
の
維
持
に
努
め
る
ほ
か
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
線
に
お
い
て
停
止
車
両
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
隣
接
す
る
料
金
所
ブ

ー
ス
の
料
金
収
受
員
や
料
金
所
事
務
室
の
職
員
に
よ
り
迅
速
な
対
処
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
を
と
っ
て
い
る
と
承
知
し
て

い
る
。

第
三
に
つ
い
て

Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利
用
車
両
の
う
ち
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
通
行
で
は
な
く
料
金
所
で
い
っ
た
ん
停
止
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
（
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
か
ら
情
報
を
読
み
取
る
機
器
を
い
う
。
）
に
よ
っ
て
料
金
の
支
払
を
行
う
も
の
の
台
数
は
、
一
日
当
た
り
約
二
十
四

三



万
台
で
、
そ
の
場
合
の
一
台
当
た
り
の
平
均
所
要
時
間
は
、
お
お
む
ね
十
数
秒
で
あ
り
、
現
金
に
よ
る
支
払
の
場
合
よ
り
も

所
要
時
間
が
短
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
な
お
、
公
団
等
に
お
い
て
は
、
料
金
所
の
処
理
能
力
の
向
上
が

図
ら
れ
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
に
よ
る
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
通
行
で
の
支
払
を
促
進
す
る
た
め
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
に
よ
る
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
通
行
に
限
定

し
た
料
金
割
引
や
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
線
の
終
日
専
用
化
等
を
実
施
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

第
四
に
つ
い
て

第
一
の
一
に
つ
い
て
及
び
第
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
利
用
に
伴
う
事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、

公
団
等
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
の
未
挿
入
や
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
線
へ
の
誤
進
入
等
に
対
す
る
注
意
喚
起
の
た
め
の
横
断
幕
等

の
設
置
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
が
未
挿
入
で
あ
る
車
両
に
対
し
警
告
情
報
を
送
信
す
る
予
告
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
、
車
載
器
の
取
付

業
者
に
対
す
る
車
載
器
の
適
切
な
取
付
け
に
つ
い
て
の
要
請
、
接
触
時
の
衝
撃
緩
和
を
図
る
た
め
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
線
の
開
閉
バ

ー
の
材
質
変
更
、
料
金
収
受
員
が
不
用
意
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
線
に
出
る
こ
と
を
防
止
す
る
安
全
防
護
柵
の
設
置
、
路
側
機
等
の
点

検
の
重
点
的
な
実
施
等
の
対
策
に
努
め
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

四
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